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アスベスト廃棄物処理の現状と
今後の展望
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1ɽ͡Ίに

アスベスト（石綿）は、ఱવに産出する
ણ維状のけい酸Ԙ߭物であり、性やஅ
性、防Ի性、Ҿっுる力にڧい等の特
を有している１）。こうした特から、アス
ベストはਧ付け石綿や石綿含有成ܗ൘等の
石綿含有建築材料等としてく使用され
た。国内でのアスベスト消අのほとΜどは
建築材料向けであったとされる。

その一方、アスベスト製品製造や建設、
造船等の࡞業従事者に石綿ഏやѱ性中ൽ
ज、ഏがΜといった健康被害が発生してお

り２）、ѱ性中ൽजによる最ۙのࢮ者は
年間1,500人に達している。ਤ に̍アスベスト
༌入 （ྔʹ使用ྔ）と中ൽजࢮ者の推
移を示すが、アスベスト使用ྔの૿加に30
～40年れて、中ൽजࢮ者も૿加をた
どっていることがわかる。アスベスト製品
の製造や使用の原ଇ全面ې止は2006年に達
成されたが、石綿含有建築材料を使用した
建築物（民間建築物で約280ສށとされ
る３））の多くが今もっている。これら建
築物の解体౩は૿加向にあり、2028年
。にϐークに達するとの推計がある（ਤ̎）ࠒ

建築物解体にって発生するアスベスト
を含む廃棄物（Ҏ下、ア
スベスト廃棄物という）
をద正に管理・処理する
ことが、今後のアスベス
トの環境排出や健康被害
を制するためにはۃめ
て重要である。

�ɽ ഇغ物ॲཧ๏্
のΞεϕετഇ
物のѻ͍غ

アスベスト廃棄物は、
「廃石綿等」と「石綿含ਤ１　�Ξスϕスτ༌入ྔとѱੑ中ൽजにΑΔؒࢮ者数の推Ҡ
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有産業廃棄物」「石綿含有一ൠ廃棄物」に
区分される。
ʰ廃棄物の処理ٴͼਗ਼に関する法ʱ

（廃棄物処理法）に廃石綿等が規ఆされた
のは1991年の改正、石綿含有産業廃棄物と
石綿含有一ൠ廃棄物が規ఆされたのは2006
年の改正においてである。廃石綿等は、除
࡞ڈされたਧ付け石綿や石綿保温材、除ڈ
業に用いられた石綿付着のおそれのある保
等が廃棄されたものであり、特別管理۩ޢ
産業廃棄物である。石綿含有産業廃棄物は、
工࡞物の新築、改築または除ڈにって生
じる産業廃棄物でアスベスト濃度が0.1重
ྔˋを超えるもの、また石綿含有一ൠ廃棄
物は、ಉ༷のաఔで発生する一ൠ廃棄物で
ある。アスベストを使用した家ిや、2020
年に問題化したアスベストがࠞ入したܔ
土製品は、「石綿含有家庭製品」が廃棄物
となったものとのѻいになり、石綿含有一
ൠ廃棄物とはѻいがҟなる。

アスベスト廃棄物の処理に関して、1993
年にʰ廃石綿等処理マニュアルʱが、また
2005年にʰඇඈ散性アスベスト廃棄物の取
ѻいに関する技術指ʱがそれͧれ発出さ
れている。これらを౷合するものとしてh 石

綿含有廃棄物等処理マニュアルʱが2007年
に発出されたが、これは2021年３月に第３
൛に改ఆされた４）。

アスベスト廃棄物の処理の流れについ
て、ಉマニュアルにはਤ̏のように示され
ている。廃石綿等に対しては特別管理産業
廃棄物の処理基準がద用され、ࠝแ等保管
時のඈ散防止ા置、他の廃棄物と区分した
ऩू・ӡൖ・積ସえ・保管、廃石綿等であ
ること等の表示やจ書の携ଳ、1,500度Ҏ
上のߴ温༹༥やແ害化処理による処分、ຒ
立処分する場合はݻ型化またはༀࡎによる
安ఆ化後に水性の材料で二重ࠝแする、
処分場内の一ఆ場所に分散させͣに処分
し、෴土すること等をఆめている。

また、石綿含有産業廃棄物に対しては、
ඈ散防止ા置、他の廃棄物と区別したऩ ・ू
ӡൖ・積ସえ・保管、ߴ温༹༥やແ害化処
理による処分、中間処理としてのഁࡅのې
止、処分場内の一ఆ場所に分散させͣに処
分し、෴土すること等をఆめている。

2020年のʰ大気汚染防止法 （ɦ大防法）
の改正では、すべての石綿含有建築材料が
特ఆ建築材料として規制対となり、石綿
含有けい酸カルシウム൘第１छは石綿含有

ਤ２　�Ξスϕスτを含むՄੑの͋Δຽؒݐங物のผղମ౩数の推３ܭ）
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成ܗ൘等のうち、解体工事において石綿等
のคじΜをൺֱ的多く発生させる原因にな
るものにҐ置づけられた。この改正を受け
て、石綿含有廃棄物等処理マニュアル第３
൛では、一෦の石綿含有建築材料が廃棄物
となったもののѻいが変ߋされることと
なった（ද̍）。

�ɽΞεϕετഇغ物のൃ生ྔ

廃石綿等の処理状況については環境省が

取りまとめており、ホームページで公開し
ている̑）。これによると、廃石綿等の排出
ྔのϐークは2006年度の７ສ2,828̓であ
り、一୴減গした後2013年度に૿加にసじ
ており、2019年度の排出ྔは̑ສ1,495̓
であった。ઌにड़べた建築物の解体౩の
推計݁Ռから、今後も૿加が続くものと考
えられる。

一方、石綿含有産業廃棄物の処理状況に
ついては取りまとめられておらͣ、発生ྔ
は不明である。このことに関して、石綿含

ਤ３　Ξスϕスτ廃棄物の処理ϑϩー̐）



特
集

৽ͨͳہ໘Λܴ͑Δੴ໖ରࡦ

ಛ 集 ৽ͨなہ໘Λܴ͑るੴ໖ରࡦ

21生活と環境　ྩ和３年11月߸

/o7_特ू 国環研 ࢁ本4_ࢯn　　ページ21

有建築材料の積ྔと建築物のण໋に基づ
いて発生ྔを推計した例がいくつかある。

日本石綿協会が2003年に行った発生ྔ推
計̒）では、2001年時点でのطଘ建築物の
石綿含有建築材料のଘྔを約4,100ສ̓、
建築物のण໋を平30ۉʶ２年とԾఆして推
計を行っている。その݁Ռ、石綿含有建築
材料の排出ྔは2020年ࠒに170ສ̓でϐー
クに達し、その後2035年ࠒに排出が終わる
としている。新エネルギー・産業技術総合
開発機ߏ（/EDO）が2006年に発表した発
生ྔ推計７）は、建築物のण໋が໓ࣦ関
（ワイブル分）に従うとしたもので、
排出ྔのϐークは2012～16年ࠒに年間110
ສ̓ఔ度である一方、減গは؇やかで2060
年でも年間20ສ̓の排出があるとしてい
る。খ見は、建築材料のछྨや出ՙ年ຖ
の含有等をਫ਼៛化し、かつ建築物のण
໋化を考ྀした推計を行っており̔）、排出
ྔのϐークは年間50ສ̓ఔ度とগなくなる
が、2070年でも年間20ສ̓の排出があると
している。

発生ྔ推計のもう一つのアプローチとし
て、自࣏体や事業者等へのώアリングや産
業廃棄物管理ථ（マニフェスト）情報に基

づいて行う方法もある。ච者らの研究グ
ループはҎ前に、最終処分場へのൖ入ྔ

（①、②）や建設業者からの排出ྔ（③）
のώアリング調査݁Ռに基づき全国規模の
石綿含有産業廃棄物の排出ྔ推計を行っ
た９）。その݁Ռ、2006年の排出ྔとして、
①60～80ສ̓、②19ສ̓、③57ສ̓という
݁Ռをಘた。また、全国産業資源循環連合
会（委ୗઌ：ࡾඛ化ֶテクϊリサーチ）は、
2007年度から2012年度のマニフェスト情報
に基づいて４都県（東京都、ਆಸ川県、ઍ
༿県、埼玉県）のアスベスト廃棄物の発生、
処分、移動ྔを見積もっている10）。これに
よると、2012年度の４都県の石綿含有産業
廃棄物の発生ྔは̑ສ3,374̓であった。
この値と2012年度の建設廃棄物発生ྔの４
都県のシェア11）から全国での石綿含有産
業廃棄物の発生ྔを推計したとこΖ、約25
ສ̓となった。このようなアプローチに基
づいた推計݁Ռは、上ड़の石綿含有建築材
料積ྔと建築物ण໋に基づいた推計݁Ռ
よりもখさくなる向にあった。

このように、アスベスト廃棄物発生ྔの
推計݁Ռのဃは大きいが、今後20～30年
間は年間ेສ̓規模の発生が継続すると

ද１　�石໖含有廃棄物とͳΔࡐݐのछྨの理とऔѻいにؔすΔ留ҙ事߲̐）
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みてよさそうである。アスベスト廃棄物処
理のあるべき姿を考えるうえで発生ྔの正
確なѲは不可ܽであり、行政自らが発生
ྔू計と発信を行うべきであΖう。

�ɽ Ξεϕετഇغ物ॲཧのݱঢ়と
の͋Γํޙࠓ

アスベスト廃棄物のほとΜどは管理型最
終処分場においてຒ立処分されており、༹
༥処理あるいはແ害化処理されているྔは
গない。༹༥処理またはແ害化処理された
廃石綿等の割合は、2015年度にかけて約
24ˋまで上ঢしたがその後減গしており、
2019年度では14.6ˋにཹまっている。この
ことは処理コストのߴさによるものと考え
られるが、アスベストはຒ立処分により有
害性をࣦうものではないので、最終処分場
のܗ質変ߋや廃止後の地利用、また事故
などによる࿙出の危ݥ性を考えれ、༹༥
処理やແ害化処理等により有害性をࣦわせ
るかたちで処理すべきである。

アスベスト廃棄物のແ害化処理施設は現
２施設であるが、年間300日Քಇするとࡏ
Ծఆした場合に年間約１ສ4,000̓の処理
が可能であり、これは2019年度の廃石綿等
の排出ྔの約27ˋにたる。また、༹༥処
理やແ害化により生成したスラグの多くは
再生利用されているが、෯に利活用を進
める研究開発も行われている。例え、ס
らは、多ེ化物処理によりແ害化処理され
た建築材料を地൫材料として再資源化でき
ることを報告している12）。

り返しになるが、ྔ的に多い石綿含有܁
産業廃棄物の発生ྔをద切にѲするこ
と、ຒ立処分から༹༥やແ害化処理への移
行を進めること、処理生成物の利活用の推
進こそが、アスベスト廃棄物処理のあるべ
き姿であると考える。
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